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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

5

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

適正に市営住宅を管理・運営します

1

平成１２年度以前

都市基盤

8

～

建築課

営繕係

2

公営住宅法・小牧市市営住宅条例

1

平成３０年度以降

住宅

下記、市営住宅の適正管理のため、各種保守点検や修繕を行う。

市営鷹之橋住宅　24戸（1棟）

市営大輪住宅　　 68戸（3棟）

◆２５年度実施内容

・月１回のエレベーター保守点検、年１回の受水槽清掃、その他に消防設備や幼児遊園遊

具の点検を業者に委託した。

・職員は週に１度、各棟の管理人宅を訪問し、水道水の残留塩素濃度測定を行うとともに、

修繕が必要な箇所について聞き取りをした。

・市営鷹之橋住宅の風呂釜取替え及び水道メーター取替え、市営大輪住宅２・３棟の玄関

建具修繕を行うとともに、入居者の退居後の修繕を行った。

※修繕等に係る経費については、毎月の家賃から充当

【直接経費の内訳】

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市営住宅や共同施設を適切に維持管理し、住宅に困窮する低額所得者に住宅を供給する

ことにより居住の安定を図る。
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【直接経費の内訳】

修繕料（9,955千円）

設備保守管理委託料等（2,668千円）

管理人謝礼・消耗品・原材料費等（567千円）

◆２６年度実施内容

・２５年度と同様に設備保守点検等を委託し、残留塩素濃度測定や聞き取り等をするため週

１回管理人宅を訪問する。

・市営大輪住宅２棟加圧給水ポンプ取替え、退居後修繕を行う。

【直接経費の内訳】

修繕料（5,400千円）

設備保守管理委託料等（2,859千円）

管理人謝礼・消耗品・原材料費等（738千円）
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事業実施におけ

る課題

エレベーター、受水槽やポンプ等の共用部設備の他に台所、風呂場やトイレ等の各

戸の設備も老朽化しており、修繕箇所が増加している。
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達成状況

エレベーター保守、受水槽清掃や修繕等を適宜実施することにより、市営住宅の適切

な管理ができ、常に１００％の入居率が確保できている。

100

回

24

12

1

―

1

1

21

1

H26H24

1

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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２７年度以降

の改善案

築２０年を超える住宅が大半を占め、今後も受水槽や給水ポンプ、給湯器やエレベー

ター等と設備機器等の更新を計画的に行っていく必要がある。

平成２７年度は、市営大輪住宅１棟のメーター、風呂釜、給湯器の取替え、２棟のメー

ター取替えを予定している。
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今後も施設を適切に維持管理し、入居者の居住の安定を図る必要があるため現状維

持と判定した。

判定理由

市営住宅の管理は、施設全体的な保守点検や修繕にとどまらず、各住戸の日常的な

修繕や苦情対応等もあり、また年１回の家賃算定や家賃徴収業務、入退居事務や入

居募集業務と多岐に渡るため、この事業を廃止すると入居者の生活に影響を与える

と思われる。

維　持

市営大輪住宅２棟の加圧給水ポンプは平成６年度に設置してから取替えておらず、

老朽化等により故障した場合、住民の生活に直接支障をきたす恐れがあるため未然

に取替える。
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一次評価のとおり。


